
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

実績

コミュニティー・スクール推進委員会の開催回数

外部評価委員会を設置する学校数
目標

実績

4

10
目標 6
実績 6

H21

5

A 現状維持
学校評価システム構築事業については、継続して６校を実践協力校に指定して、外部評価委員会を中心とした学校評価の在り方を研究
するとともに、研究成果を内外に発信する。また、コミュニティースクール推進事業については、桃青中学校を指定校として、本年度から
研究にとりかかる。
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改善についての取り組み
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学校評価システム構築事業費２０００千
円及びコミュニティスクール推進事業費
３９１千円は県委託金

学校評価システム構築事業費２０００千
円は県委託金

0
2,000

0

学校評価システム構築事業費２０００千
円及びコミュニティスクール推進事業費
３９１千円は県委託金

学校評価システム構築事業費２０００千
円及びコミュニティスクール推進事業費
３９１千円は県委託金

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

学校評価システム構築事業費２０００千
円及びコミュニティスクール推進事業費
３９１千円は県委託金
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

城東中学校の開校が平成２１年４月、そして、平成２２年４月のコミュニティー・スクールとしてのスタートに向けて、組織づくり
と具体的準備が急務となっている。また、学校評価システムの構築については、学校マニフェストや教職員評価システムと
の整合も図る必要があり、個人情報が多く含まれる点からも、教育委員会事務局における事務処理が必要となってくる。

とかく閉鎖的であるといわれる学校の体質を改善し、開かれた学校としていくためには、学校評価システムの構築や地域住
民や保護者が学校運営に参画するコミュニティ―･スクールの推進は極めて有効である。

平成１９年度、学校評価システムの構築については、平成１９年度、小中それぞれ３校、計６校を実践協力校に指定し、外部
評価委員会を設置し、内部評価とあわせた学校評価の在り方について研究を進めた。内部評価を中心とした学校評価につ
いては、全幼小中学校（園）において実施できた。

全額県委託金のため、市独自で経費の低減はできない。
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平成１８年度 決算内容

学校運営をより理解し、学校・保護者･地域住民相互の連携が深ま
る。
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1
学校評価システム構築事業

(千円)
コミュニティースクール推進事業

学校評価システム構築事業6 校 2,000

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

【コミュニティースクール推進事業】
・平成２１年４月開校予定の城東中学校を伊賀地域初のコミュニ
ティー・スクールとするための体制づくりを行う。
【学校評価システム構築事業】
信頼される学校づくりのために、外部評価を含めた学校評価シ
ステムを構築し、学校運営の質的改善を図る。

公教育に対する期待が大きい分、学校は、マニファストに示した
「めざす学校像」、取組とその評価等を公表し、十分な説明責任を
果たさなければならない。その上で、外部評価を得、改革･改善に
向けての不断の取組がなければ、児童生徒・保護者・地域住民
からの信頼を得ることはできない。さらに、学校運営に対して保護
者や地域住民等が直接的に関わるしくみづくりが求められている
という側面もある。また、地域に開かれた学校づくりを進めるため
に、保護者や地域住民等が一定の責任を持って学校運営に参画
する仕組みをつくり、新しいタイプの学校づくりを推進する必要が
ある。
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(内線)

実績
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実績値
単位指標設定の考え方

外部評価委員会が十分機能した上での学校
評価

％
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目標
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80
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